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○ 取扱い

原則として、上顎のみ又は下顎のみの疾患で、咬翼法撮影を行った場合

の歯科エックス線撮影の算定を認める。

○ 取扱いの根拠

上下顎いずれかのみの疾患であっても、診断や治療計画を立案する上で、

咬翼法撮影により得られる硬組織等の状態等の画像情報が有用な場合が

ある。


